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情報あらかると

『
▼
申
し
込
み
』

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

下
水
道
管
布
設
工
事
の

お
知
ら
せ

市
は
、
鷲
別
町
５
丁
目
で
下
水
道
管
の

布
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
交
通
規
制
や
騒
音
な
ど

で
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
工
事
期
間

月
～

月
（
予
定
）

１０

１２

▼
工
事
時
間

８
時
～

時
１７

▼
工
事
位
置
図

『
秋
の
登
別
ク
リ
ー
ン
作
戦
』
を

実
施
し
ま
す

～
登
別
市
連
合
町
内
会
主
催
～

『
の
ぼ
り
べ
つ
』
を
清
潔
で
快
適
な
美

し
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
秋
の
登
別
ク
リ

ー
ン
作
戦
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

月

日
日

８
時
～
９
時

１０

１９

※
小
雨
決
行
、
雨
天
の
場
合
は

日
日
に

２６

延
期
し
ま
す
。

▼
集
積
場
所

９
時
ま
で
に
各
地
区
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
分
別
方
法

燃
や
せ
る
ご
み
、
燃
や
せ

な
い
ご
み
の
２
分
別
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
燃
や
せ
る
ご
み
、
ビ
ン
と
缶
は
燃
や

せ
な
い
ご
み
に
分
別
）

▼
収
集

当
日
は
、
各
町
内
会
な
ど
に
配

布
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
に
入
れ
た
燃

や
せ
な
い
ご
み
だ
け
を
収
集
し
ま
す
。

燃
や
せ
る
ご
み
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

登
別
市
連
合
町
内
会
事

務
局
（
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ
内
緯
碓８５
２
１

３
９
）

ま
す
。
新
聞
や
雑
誌
に
広
告
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
業
者
で
も
安
全
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

不
当
な
高
金
利
の
契
約
を
迫
ら
れ
た
と
き

や
、
契
約
書
を
渡
さ
な
い
よ
う
な
業
者
は

利
用
せ
ず
、
道
庁
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

胆
振
支
庁
商
工
労
働
観

光
課
（
緯
碓２４
９
５
８
９
）
ま
た
は
道
庁

商
工
金
融
課
（
緯

－
－

５
３
４
５
）

０１１

２０４

▼
問
い
合
わ
せ

下
水
道
Ｇ

（
緯
碓８５
９
０
５
２
）

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

『
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
』
の

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
『
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
』
は
、
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め

次
の
と
お
り
臨
時
休
館
し
ま
す
。

▼
休
館
日

月

日
火

１１

１８

道営登別
西団地
道営登別
西団地
道営登別
西団地

楡の木
公園
楡の木
公園
楡の木
公園

保育所保育所保育所

太平洋太平洋太平洋

国
道
36
号
線

国
道
36
号
線

国
道
36
号
線

▼ 至
室
蘭

▼ 至
室
蘭

▼ 至
室
蘭

至
登
別

▼

至
登
別

▼

至
登
別

▼

道
道
上
登
別
室
蘭
線

道
道
上
登
別
室
蘭
線

鷲別小学校鷲別小学校鷲別小学校

鷲別中学校鷲別中学校鷲別中学校
鷲別支所鷲別支所

鷲別町
5丁目
鷲別町
5丁目
鷲別町
5丁目

JR
室蘭
本線

JR
室蘭
本線

JR
室蘭
本線

最
近
、
登
録
を
受
け
て
い
る
貸
金
業
者

に
よ
る
高
金
利
の
被
害
が
相
次
い
で
お
り

▼
問
い
合
わ
せ

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

（
緯
碓８５
２
５
６
９
）

悪
質
な
貸
金
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

つ
い
て
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
労
働

保
険
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
未
加
入
の
事
業
主
の
方
は
、

速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
者

が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

室
蘭
労
働
基
準
監
督
署

（
緯
碓２３
６
１
３
１
）
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
む
ろ
ら
ん
（
緯
碓２２
８
６
８
９
）

個
別
的
労
使
紛
争
の
『
あ
っ
せ
ん
』
を

行
っ
て
い
ま
す

～
労
働
者
個
人
と
使
用
者
の
間
の

ト
ラ
ブ
ル
を
調
整
し
ま
す
～

北
海
道
労
働
委
員
会
は
、
労
働
条
件
そ

の
ほ
か
労
働
問
題
に
関
す
る
個
々
の
労
働

者
と
使
用
者
と
の
間
の
紛
争
（
解
雇
や
未

払
賃
金
に
係
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
）
の
『
あ

っ
せ
ん
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

北
海
道
労
働
委
員
会

（
緯

―

―
５
６
６
７
、
ホ
ー
ム
ペ

０１１

２０４

ー
ジ
：http://w

w
w
.pref.hokkaido.

lg.jp/rd/sm
s

）

幌
別
ダ
ム
の
水
を
放
流
す
る
際
の

サ
イ
レ
ン
や
放
送
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

台
風
や
秋
雨
前
線
に
よ
る
雨
の
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。

ダ
ム
の
水
が
増
水
し
た
と
き
は
、
水
を

放
流
し
て
水
位
の
調
節
を
行
い
ま
す
。

放
流
の
際
は
、
ダ
ム
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴

ら
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
放
送
や
警
報

車
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

放
流
中
は
、
胆
振
幌
別
川
の
水
位
が
上

昇
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

北
海
道
企
業
局
室
蘭
地

区
工
業
用
水
道
管
理
事
務
所
（
緯
碓８５
２

８
２
１
）

『
日
本
政
策
金
融
公
庫
』
が
誕
生
し
ま
し
た

国
民
生
活
金
融
公
庫
は
、

月
１
日
か

１０

ら
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
、
中
小
企
業
金

融
公
庫
、
国
際
協
力
銀
行
（
国
際
金
融
等

業
務
）
と
統
合
し
、
『
株
式
会
社
日
本
政

策
金
融
公
庫
』
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

国
民
生
活
金
融
公
庫
室

蘭
支
店
（
緯
碓４４
１
７
３
１
）

月
は
『
労
働
保
険
適
用

１０促
進
月
間
』
で
す

厚
生
労
働
省
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
に

労
働
保
険
制
度
の
意
義
や
重
要
性
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

月
を

１０

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
と
定
め
て
い
ま

す
。労

働
者
を
１
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に


